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業績概況業績概況

1１年度第3四半期（11年10月 12月）

売上高 １,４５５億円 （10/3Q対比 109%） 営業利益 １６８億円 （10/3Q対比 +47億円）

■需要動向

1１年度第3四半期（11年10月-12月）

■需要動向
自動車関連分野 ： 中国や欧州市場にやや減速感が見られたものの、国内市場の生産急回復もあり堅調に推移

エレクトロニクス関連： タブレット端末向け等の需要は堅調だがＰＣ向けは低調に推移、液晶関連も調整が継続

産業インフラ分野 ： 工作機械関連は調整が入ったものの、配管機器等建築関連は震災復旧対応もあり需要増加産業インフラ分野 ： 工作機械関連は調整が入ったものの、配管機器等建築関連は震災復旧対応もあり需要増加

■セグメント別動向（売上高・営業利益）
・高級金属製品セグメント ： 売上高 541億円（10/3Q対比 96%）、営業利益 44億円（10/3Q対比△25億円）

・電子･情報部品セグメント： 売上高 469億円（10/3Q対比 132%）、営業利益 108億円（10/3Q対比 +67億円）

・高級機能部品セグメント ： 売上高 447億円（10/3Q対比 106%）、営業利益 35億円（10/3Q対比 +3億円）

■海外売上高 566億円（海外売上高比率 38.9% ）
北米 139億円（構成比 9.6％） アジア 320億円（ 構成比 22.0％） 欧州 88億円（構成比 6.0％） その他19億円（構成比 1.3％）

11年度通期見込

・３Ｑ後半より欧州債務問題の影響から海外向け需要に減速感があらわれており、想定していた動きであるものの、
生産棚卸の削減や固定費の削減を実施するとともに、次なる成長に向けた体質強化を行っていく。

11年度通期見込

・原材料価格（レアアース）については、下期に入り下がりつつあるものの、価格水準はまだ高いレベルであり、
引き続き原価低減等に取り組んでいく。
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連結業績要約連結業績要約
〔単位：億円 （ ）は前年同期比〕

２０１０年度 ２０１１年度

１Ｑ
実績

２Ｑ
実績

上期
実績

３Ｑ
実績

４Ｑ
実績

下期
実績

年度
実績

１Ｑ
実績

２Ｑ
実績

上期
実績

３Ｑ
実績

11年10月27日発表予想

下期 年度

〔単位：億円、（ ）は前年同期比〕

売 上 高 １,２６９ １,２７３ ２,５４２ １,３３８ １,３２２ ２,６６０ ５,２０２ １,２９４
（102%）

１,３２３
（104%）

２,６１７
（103%）

１,４５５
（109%）

３,０８３
（116%）

５,７００
（110%）

営業利益 １２０ ９９ ２１９ １２１ ９１ ２１２ ４３１ １０９
(△11）

５６
(△43）

１６５
（△54）

１６８
(+47）

２８０
（+68）

４４５
（+14）(△11） (△43） （△54） (+47） （+68） （+14）

経常利益 １０７ ８５ １９２ １１３ ７１ １８４ ３７６ １００
(△7）

５５
(△30）

１５５
（△37）

１６８
(+55）

２５０
（+66）

４０５
（+29）

特 損益（特別損益） △０ △６ △６ ０ △９ △９ △１５ △０
（±0）

△２
（+4）

△２
（+4）

△３４
（△34）

△１８
（△9）

△２０
（△5）

税前利益 １０７ ７９ １８６ １１３ ６２ １７５ ３６１ １００
（△7）

５３
（△26）

１５３
（△33）

１３４
（+21）

２３２
（+57）

３８５
（+24）

当期純利益 ５５ ４８ １０３ ６２ ５７ １１９ ２２２ ６２
（+7）

６
（△42）

６８
（△35）

７９
（+17）

１４９
（+30）

２１７
（△5）

設備投資額 ３４ ４８ ８２ ４９ ７３ １２２ ２０４ ４２ ５９ １０１ ４８ １７９ ２８０設備投資額 ３４ ４８ ８２ ４９ ７３ １２２ ２０４ ４２
(+8)

５９
(+11)

１０１
（+19）

４８
(△1)

１７９
（+57）

２８０
（+76）

減価償却費 ６７ ６８ １３５ ７３ ７６ １４９ ２８４ ６６
(△1)

６８
(±0)

１３４
（△1）

６９
(△4)

１５２
（＋3）

２８６
（+2）

研究開発費 ２７ ３０ ５７ ３２ ３３ ６５ １２２ ２８
（+1)

３０
（±0)

５８
（+1）

３１
（△1)

７２
（+7）

１３０
（+8）
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２０１１年度第３四半期業績概要
（単位：億円）

35

高級金属製品セグメント ５４１億円 （10/3Q対比 96％）
電子・情報部品セグメント ４６９億円 （10/3Q対比 132％）
高級機能部品 グ 億 （ 対比 ）

売上高 １,４５５億円 10/3Q対比 109％ １０/１Ｑ
（10/4-6）

１０/２Ｑ
（10/7-9）

１０/３Ｑ
（10/10-12）

１０/４Ｑ
（11/1-3）

１１/１Ｑ
（11/4-6）

（単位 億円）

１１/２Ｑ
（11/7-9）

１１/３Ｑ
（11/10-12）

営業利益
168

35
高級機能部品セグメント ４４７億円 （10/2Q対比 106％）

■高級金属製品セグメント
特殊鋼は、工具鋼は海外需要に調整の動きが見られたものの、国内需要は
好調に推移、エネルギー関連も堅調、電子金属材料は液晶、半導体関連と
も調整が継続 は国内需要は低迷継続したが 新興国需要 伸長

Ｃ

営業
利益
120

営業
利益
121

売上高 売上高 売上高

売上高
1,455

381 388

421 428

388
415

447

41

26

27

32

21

も調整が継続。ロールは国内需要は低迷継続したが、新興国需要で伸長。

■電子・情報部品セグメント
マグネットは、ＦＡ・家電向けに調整があったものの、自動車関連は国内生産
の回復もあり好調に推移。情報部品は、スマートフォン向けは好調だが、携
帯電話関連の生産調整や太陽光関連製品の在庫調整が続き低調に推移。

C： 高級機能部品
Ｃ

Ｃ

120

売上高
1,269

営業
利益
99

売上高
1,273

売上高
1,338

営業
利益
91

売上高
1,322 営業

利益
109

売上高
1,294

売上高
1,323

330 330
326

338 364

469

46

33

41

22

41

108
29

14

アモルファス（軟磁性材料）は、中国での入札手続遅れの影響が続き減少。

■高級機能部品セグメント
自動車用鋳物は、ダクタイル鋳鉄は米国・アジア市場での販売が好調に推

移、ハーキュナイトは欧米の自動車メーカー向けを中心に需要継続、

アルミホイ ルは国内は堅調 海外も回復

B： 電子・情報部品

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

営業
利益
56

559
559 566 572 569 550

541

354

66 56 69
56

63

47 44

22

14

14アルミホイールは国内は堅調、海外も回復。

配管機器は震災後の復興需要や建設持ち直し等により増加。

営業利益 １６８億円 10/3Q対比 47億円増
Ａ

Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｂ

47 44

高級金属製品セグメント ４４億円 （10/3Q対比 25億円減）
電子・情報部品セグメント １０８億円 （10/3Q対比 67億円増）
高級機能部品セグメント ３５億円 （10/3Q対比 3億円増）

営業利益 １６８億円 10/3Q対比 47億円増
A： 高級金属製品

Ａ
Ａ

Ａ

ＡＡ

△1 △4 △3 △4 △1 △6 △2△18 △17 △21 △16 △16 △19 △19国内自動車生産の回復や海外需要等により、稼動が堅調に推移、
原価低減効果も寄与し前年同期対比で増益となった。
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Ｄ： その他・調整額
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２０１２０１11年度業績予想年度業績予想

1 700

2011年度予想2010年度実績

（億円）

売上高 ５,７００億円 （10年度対比 110％ ）

営業利益 億

売上高

営業
利益

5,700
売上高 営業

利益5 202

1,618

1,700

114
105

C： 高級機能部品

■高級金属製品セグメント

売上高 2,190億円 （10年度対比97％ ）

営業利益 ４４５億円 （10年度対比14億円増）
利益

445
利益

431
5,202

1 340

1,830 
142 205

Ｃ
,

営業利益 200億円 （10年度対比47億円減）

■電子・情報部品セグメント

売上高 1 830億円 （ 年度対比 ） 1,340 
B： 電子・情報部品

Ｂ

売上高 1,830億円 （10年度対比137％ ）

営業利益 205億円 （10年度対比63億円増）

■高級機能部品セグメント

2,256

2,190

247
200

A： 高級金属製品Ａ

高級機能部品 グ

売上高 1,700億円 （10年度対比105％ ）

営業利益 105億円 （10年度対比9億円減）

欧州債務問題の影響から海外向け需要に減速感が・欧州債務問題の影響から海外向け需要に減速感が
見られており、関連する製品の生産調整を行うとともに

在庫管理の徹底を実行していく。

△72
△65
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Ｄ： その他・調整額
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年 末 増減 億 増

連結Ｂ／Ｓ残高連結Ｂ／Ｓ残高

305

6000
億円

５，８２９ ５，８２９

資 産 負債・純資産

△35

11年3月末比増減 ５３０億円増
D/Eレシオ ０．８３

1 498

1,776
借入金

・社債957

1,078340
5000

売掛

債権

現預金等
５，２９９５，２９９

+121 +278

1,498 社債

1 086
1,565

957

4000

債権

棚卸

資産

+479

1,521 1,723その他

負債

214 341

1,086

3000

資産

+127

+202

その他
流動資産 純資産 ２,２８０ 純資産 ２,３３０

2 131

195 199少数株主

持分

株主

1,860 1,7472000

有形

固定

資産

△113
+4

+46
2,085 2,131株主

資本他

842 793

1000

無形固定

資産・投資等 △49

+46

11/3末 11/12末

(415) (394)
0

11/3末 11/12末

うち
のれん

66
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年度 年度
（億円）

連結キャッシュ・フロー連結キャッシュ・フロー

科 目 10年度
第３四半期累計

11年度
第３四半期累計

現金及び現金同等物期首残高 ４３６ ３４０

税金等調整前当期利益 ２９９ ２８７税金等調整前当期利益 ２９９ ２８７

減 価 償 却 費 ２０８ ２０３

棚卸資産の増減 △２３１ △５１３棚卸資産の増減 △２３１ △５１３

そ の 他 ５４ △８３

営業キャッシュ・フロー ３３０ △１０６

資設 備 投 資 △１３１ △１４９

そ の 他 △３５ ４

フリーキャッシュ・フロー １６４ △２５１フリ キャッシュ フロ １６４ △２５１

借入金・社債の増減 △１４８ ２９３

配 当 金 支 払 他 △６０ △６０

ネットキャッシュ・フロー △４４ △１８

為替換算差額他 △３４ △１７

増加額または減少額合計 △７８ △３５増加額または減少額合計 △７８ △３５

現金及び現金同等物期末残高 ３５８ ３０５
（注）設備投資は検収ベース 77Copyright ©2012, Hitachi Metals, Ltd.



事業セグメント 事業ユニット 主要製品

（参考）セグメント別事業内容（参考）セグメント別事業内容

高級金属製品セグメント

〔2009年度 実績〕

特殊鋼カンパニー
高級特殊鋼[YSSヤスキハガネ] ：金型・工具用材料、電子金
属材料[ディスプレイ関連材料、半導体等パッケージ材料]、
産業機器・エネルギー関連材料、剃刃材および刃物材

〔2009年度 実績〕
売上高 1,879億円 営業利益 65億円

〔2010年度 実績〕
売上高 2,256億円 営業利益 247億円

ロールカンパニー
各種圧延用ロール（鉄鋼・非鉄・非金属）、射出成形機用部
品、構造用セラミックス部品、鉄骨構造部品

日立ツール株式会社 切削工具日立ツ ル株式会社 切削 具

電子・情報部品セグメント

NEOMAXカンパニー
マグネット（希土類磁石[NEOMAX®]・フェライト磁石等各種磁
石およびその応用品）

情報通信機器用部品（積層部品 ｱｲｿﾚ ﾀ） IT機器用材料
〔2009年度 実績〕
売上高 1,059億円 営業利益 71億円

〔2010年度 実績〕
売上高 1,340億円 営業利益 142億円

情報部品カンパニー

情報通信機器用部品（積層部品、ｱｲｿﾚｰﾀ）、IT機器用材料
・部品、医療機器用材料・部品、ソフトフェライトコアおよびそ
の応用品、ナノ 結晶軟磁性材料[ファインメット®]およびその
応用品、アモルファス金属材料[Metglas®]およびその応用品

軟磁性材料カンパニー アモルファス金属材料[Metglas®]

高級機能部品セグメント
自動車機器カンパニー

自動車用高級鋳物部品（排気系耐熱鋳造部品[ハーキュナ
イト®]、高級ダクタイル鋳鉄製品[HNM®]）、アルミホイール

高級機能部品セグメント

〔2009年度 実績〕
売上高 1,380億円 営業利益 55億円

〔2010年度 実績〕

] [ ]
[SCUBA®]、その他アルミニウム部品

配管機器カンパニー
設備配管機器（ ®印各種管継手、ステンレスおよびプラス
チック配管機器、冷水供給機器、精密流体制御機器、密閉
式膨張用タンク）

売上高 1,618億円 営業利益 114億円

日立機材株式会社 建築部材（内装システム、構造システム、マテハンシステム）
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本資料に掲載されている情報のうち業績予想、事業計画および配当予想等の歴史的事実以外のものは、各資料の
作成時点において、予想を行うために合理的であると判断した一定の前提および仮定に基づいており、内在する仮
定および状況の変化等により、実際の業績と異なる可能性があります。その要因となるもの主なものは次のとおりで
す。

・主要市場（特に日本、米国、アジア、欧州）における経済状況および各種規制
・急激な技術変化
・競争優位性および新技術・新製品の開発・事業化を実現する当社および子会社の能力
・製品市場、製品市況の変動
・為替相場の変動
・国際商品市況の変動
・資金調達環境
・製品需給、製品市況、為替相場および国際商品市況等の変動に対応する当社および子会社の能力
・自社特許の保護および他社特許の利用の確保
・製品開発等における他社との提携関係
・日本の株式相場の変動
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